
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「続けること」の大切さ 

     校長 大幸 麻理 

 

 令和２年度も残るところ一か月となりました。正門に立つ大きな桜も、つぼみが日に日に膨らんでいます。

昨年の３月は、この桜が咲いた様子も子ども達は見ることができなかったのかなと想像します。突然の休校

に、ご家庭でも大きな混乱と動揺があったかと思いますが、今年は最後まで子どもたちが登校できて、本当

に良かったと思います。こんな当たり前のことが良かったと思えるほど、何が起きるか分からない状況の中

での令和２年度でした。あれから一年。春は確実にすぐそばまで来ています。 

 先日、６年生への「ありがとう集会」が行われました。５年生の計画委員の児童が中心となって計画・運

営しました。全校児童が一同に集まれない中で、どのような集会にしようかと知恵を出し、工夫して、１年

生から５年生までの各クラスからのメッセージを事前にビデオで撮り、全校の子どもたちの心のこもった

とても温かい集会となりました。いろいろな制限の中で、例年のような教育活動は行えませんでしたが、子

どもたちの心はちゃんと育っているなと嬉しく思いました。 

 今年度の初めは、登校してきたときに挨拶をする子どもがほとんどいませんでした。長期間の休校明けの

久しぶりの登校、マスクをしていて相手の顔や表情がよく分からない・・・子どもたちの中には様々とまど

いがあったかと思います。挨拶を強要するのではなく、挨拶することの良さを子どもたちに気付いてもらい

たいと思い、学校全体で粘り強く指導を続けてきました。今では気持ちの良い挨拶ができる子どもたちが増

えてきています。中には、遠くから「おはようございます！」と自分から挨拶してくる子どももいます。高

学年の委員会の子どもたちも、寒い朝の日でも校門に立ち、挨拶運動を続けていました。小さなことでも、

「続けること」が、少しずつ周りに広がっていったり、自分や他者の気持ちを動かしたり、自分の自信につ

ながったりしていくのだと思います。正門前を通って登校する中山中学校の生徒たちも、今では挨拶を返し

てくる子どもが増えてきました。地域みんなで地域の子どもたちを育てていくことが大切だと思います。そ

のためにも、小さなことでも地道に粘り強く続けていき、着実に地面に根が張れるようにしたいと思います。 

 子どもたちが登校する日は、６年生があと１５日、１年生から５年生までは、２０日、学年の終わりが目

の前に迫ってまいりました。そして、それはまた、次の学年の扉が目の前に迫っているということでもあり

ます。その扉を開けると、また新しい景色が広がることでしょう。子どもたちが自分の足で立ち、自分の足

でしっかり歩いていけるように、ご家庭と学校が同じ気持ちで、温かく見守り、支えていければと思います。 

この一年間、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、感謝しております。 

ありがとうございました。 
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４月の主な行事予定 

７日（水）令和３年度 着任式・始業式 下校 9：00頃 

入学式（在校生は入学式に参加しません） 

８日（木）・９日（金）午前授業 

１２日（月）給食開始 

１６日（金）委員会活動 

２２日（木）学級懇談会（全学年） 

２３日（金）学級懇談会（個別級） 

２７日（火）・２８日（水）市学力・学習状況調査 

３０日（金）クラブ活動 

※新年度の年間行事予定は３月２６日に配付する予定です。 

 変更する場合がありますので、毎月の学校・学年だより等 

でご確認ください。 

学校カウンセラーについて 

学校カウンセラー 米山先生 の来校日は、１日（月）ＰＭ、 

８日（月）ＡＭ、16日（火）全日、22日（月）ＡＭです。 

ご相談のある方は副校長または児童支援専任の田後主幹教諭 

を通してお申し込みください。 

〈森の台小学校 副校長    ℡ 931－2047〉 

〈緑区役所子ども家庭支援相談 ℡ 930－2356〉 

第２０回 卒業証書授与式 １９日（金） 

 最高学年として学校を支えてきた６年生 146名がいよいよ 

卒業を迎えます。ありがとう集会や飾りつけ、お別れ式など 

で、在校生が卒業生への感謝とお祝いの気持ちを表します。 

卒業式当日 1～5年生はお休みです。（卒業式に伴う臨時休業 

として、出席停止・忌引等の日数として記録されます。） 

卒業式に在校生の参加はできませんので、ご承知おきください。 

修了式・離任式 ２６日（金） 

放送での式となります。保護者の皆様の参加はできません。 

詳しくはお便りの配布またはメール配信でお知らせします。 

よろしくお願いいたします。 

ユニセフ募金 ご協力のお礼 

福祉委員会の呼びかけにより、ユニセフの募金活動を行いま 

した。ご理解とご協力をいただき、全校で 80,454円が 

集まりました。日本ユニセフ協会へ送りましたので、ご報告 

いたします。ご協力ありがとうございました。 

1 月 学校カウンセラーPM

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月 学校カウンセラーAM

9 火 ６年卒業遠足（八景島）

10 水

11 木 代表委員会

12 金
グレイス先生・ウィダ先生
「ありがとう」の会

13 土

14 日

15 月

16 火
給食終了
学校カウンセラーAMPM

17 水
短縮午前授業
卒業式予行
下校【全学年12:15】

18 木
短縮午前授業
６年生お別れ式　５年卒業式準備
下校【全学年12:15】

19 金 ６年生 卒業証書授与式
１～５年生　卒業式に伴う臨時休業

20 土 春分の日

21 日

22 月
短縮午前授業
学校カウンセラーAM
下校【全学年12:15】

23 火
短縮午前授業
下校【全学年12:15】

24 水
短縮午前授業
大掃除
下校【全学年12:15】

25 木
短縮午前授業
下校【全学年12:15】

26 金
短縮午前授業
修了式・離任式４校時
下校【全学年12:15】

27 土 学年末休業

28 日

29 月

30 火

31 水

日 曜
日 行事



  

 

 

 

 

 

 

今年度７回目の「ふれあいタイム」。異学年が集まる「ふれあいグループ」をリードしてくれた６年生一人ひ

とりに、グループの下級生が感謝の気持ちを伝えました。今回の進行やメッセージカードの仕上げは来年度

リーダーとなる５年生が担当しました。 

～６年生の感想より～ 

・最初はうまくいかなくてなやんでいたけれど、最後はみんなと仲良く遊べてよかった。みんな 

からの手紙には、「遊びが楽しかった」と書いてあるものが多く、「今までやってきたことが 

正しかったな」と思えた。先生からの言葉でも、「外で遊べない中、室内で楽しめる遊びを 

考えてくれてすごいと思った」と言ってもらえて本当にうれしかった。 

・今までがんばってきてよかった。最後はとても歓迎されて泣きそうだった。サプライズで感謝の 

カードをわたされてお礼の気持ちがより一層伝わってきた。 

・６年生になり、今までの６年生の気持ちがわかった。ペアの人は最初のとき、とてもきんちょう 

していたのか、あまり話してくれなかったが、最後のほうはたくさん話してくれて、自分もこう 

だったんだと思い、時の流れを感じた。 

・ふれあいピクニックやレクで、人とのせっし方を学び、どんなふうにしたらみんなが楽しくなる 

かなどを考える力も身につきました。１年間やってきて、とてもよかったと思います。中学校に

行ったら、この活動で学んだことを生かしていきたいです。 

学校教育目標 

『 自分大すき 友だち大すき 共に学ぶ子 実践する子 』 

○自分の考えをしっかりもち、困難なことにもあきらめず、自ら進んで学習する子を育てます。（知） 

○人に対して優しく思いやりをもって行動し、人の心の痛みのわかる子を育てます。（徳） 

○基本的生活習慣を身に付け、健康の保持増進を図るとともに、命あるものを大切にしようとする子を 

育てます。（体） 

○地域の環境や人を大切にし、進んで人のためになる行動の取れる子を育てます。（公） 

○いろいろな人とのコミュニケーションを大切にし、よりよい生活について考える子を育てます。（開） 

 

学校教育目標に向かう子どもたちの姿を紹介します。 



 

 

卒業が近づく６年生に、「ありがとう」の気持ちを伝える集会です。例年は体育館に全校児童が集まり、

各学年が歌や呼びかけなどを披露して気持ちを伝えるのですが、今年度はテレビ放送で行いました。 

６年生クイズや１年生と６年生のお別れの言葉、各学年が事前に撮影したビデオレターなど、計画委員

会の５年生が計画した内容です。ビデオレターは、それぞれの学年で工夫を凝らした内容になっていました。 

そして、サプライズムービーには、児童のインタビューやこれまでに６年生を担任された先生方（異動された

先生方も登場！）のビデオメッセージが流され、教室で視聴していた６年生には感激の様子が見られました。  

実は、事前インタビューの撮影や映像の編集、そして当日のテレビ放送の運営や司会など全て、５年生が

自分たちの力で進めていました。４月からリーダーとなる５年生の活躍が、素敵な集会をつくりました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

   

  

～６年生の感想より～ 

・１～５年生の全学年全員一人一人心をこめて「ありがとう」を言ってくれて、とても感動した。 

 ２年生はスイミー、３年生は「翔」の文字を、４年生はランキングなどユニークな形で感謝して 

くれて本当に嬉しい。生徒だけでなく、かつての先生まで気持ちを伝えてくれた。この集会に関 

わった人全てに「ありがとう」と言いたい。 

・ビデオレターを見て、本当に泣きそうでした。感謝の気持ちが伝わってきて、すごくうれしく思 

いました。本当に６年生になってがんばってよかったと思いました。５年生のみなさんが計画し 

てくれたおかげで、心にすごく残りました。 

・ビデオレターが感動した。５年生の計画委員だけでつくったというのは、すごいと思った。すご 

すぎて、少し泣きそうになるくらいのすごさだった。このすごさにこたえるような演奏をしたい 

と思う。卒業まであと少し、「ありがとう集会」をやってもらったことがうれしかった。 

・どの学年のビデオレターもすごいと思いました。それぞれの学年が自分たちで考えてつくってい

るので、学年それぞれの工夫がおもしろかったし、おどろきました。感謝のしるしとして私たち

６年生が演奏をするけど、演奏を見た各学年の人をおどろかすようなすごい演奏をしたいです。

そして他学年の人に感謝の気持ちを伝えたいです。 

♪ 学校ＨＰでも教育活動についての発信を随時行っておりますので、ご覧ください。 


